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年度 科　年間学習計画表

① 学習の到達目標

② 評価の観点、方法

③ 担当者から

世界史は膨大な知識量との格闘です。

でも知識を定着させ、知識と知識をつなぐことができれば、歴史の大きな流れが少しわかります。

とを歴史的な視点から考えることができます。

知識をつなぎ、知識を使うのです。暗記は最後です。

※ 前期反省

※ 年間反省

※ 次年度に向けて

世界各地の文化圏の成立過程を風土や政治、文化などの多方面から認識させ、考察を深めることによって歴史的思考力を養い、国際社会に生きる人
間としての必要な資質を養う。

〇知識・理解　　　　　授業や試験で知識の定着をはかることができる。

〇関心・意欲・態度　歴史に対する興味関心を持って授業に取り組むことができる。

〇思考・判断・表現　歴史の転換点や事象の歴史的意義を説明することができる。

〇技能　　　　　　　　　資料や授業からの多面的考察や創造力を駆使して歴史へのアプローチができる。

歴史の大きな流れが少しわかれば、これから私たちがどう生きていったらいいのか、どういう社会がいいのかという大切なこ

使用教科書
副教材等

教科書『世界史Ｂ』（実教出版）
ニューステージ『世界史詳覧』（浜島書店）

地歴公民

単位数 週時間数3世界史Ｂ

2023

科目 3年次・文系全クラス3

山形県立長井高等学校

年次・コース・組



④ 学習計画　（どのような内容を、どの時期に学ぶのかを含む）

月

前期中間Ⅰまで

予定 13 13

実施 0

前期中間Ⅱまで

予定 12 25

実施 0

前期期末まで

予定 18 43

実施 0

後期中間まで

予定 22 65

実施 0

年度末

予定 13 78

実施 0

単元名 教科書項目等

・中華帝国の崩壊と中華民国の創立　◎中国の共和政への意向と動乱について確認する。

・19世紀～20世紀初頭の朝鮮半島と日本列島　◎世界史の中の日本について理解し、関連付けて説
明することができる。

・ヨーロッパとアメリカの帝国主義
・諸地域の抵抗（西アジア、アフリカ、インド、東南アジア）　◎世界的規模での変容について学習し理
解する。

　◎試験、授業、課題への取り組みを総合的に評価します。

近代ヨーロッパと大航海時代

環太平洋革命とパクス＝ブリタニカ

〈前期中間試験Ⅰ〉

・ルネサンスと宗教改革
・主権国家体制の成立
・激化する覇権競争       ◎世界が一体化したことによる影響を理解し、説明することができる。
・近世ヨーロッパの社会と文化

・イギリスの産業革命
・南北アメリカの革命　　　　　◎産業革命の進展とそれに伴う社会の変容を学習し、市民社会の成長
につなげて理解することができる。
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・主な学習活動（指導内容）　　◎評価のポイント　　○留意点

一体化に向
かう世界

・ウィーン体制と1848年の革命
・19世紀の欧米の文化　　　　　　　　　　◎国民国家の形成と自由主義について確認する。

・フランス革命とナポレオン帝政
◎試験、授業、課題への取り組みを総合的に評価します。

授業時数

7・8

近代ヨーロッパ・アメリカの国民国家

10

11

9

5

・私大過去問演習
・論述問題添削

・基本問題演習
・マーク演習

2・3

1

二つの世界大戦

冷戦から多極的国際社会へ

グローバリーゼーションと地球環境の
危機

12

演習

共通試験対策
私大試験対策
論述試験対策

私大試験対策
論述試験対策

地球世界
の到来

地球をおおう帝国主義と抵抗

〈前期中間試験Ⅱ〉

地球をおおう帝国主義と抵抗

6

・経済のグルーバル化と地域統合
・新しい国際秩序

・基本問題演習
・マーク演習　　　　　　　　　　　◎試験、授業、課題への取り組みを総合的に評価します。

・マーク演習
・私大過去問演習
・論述問題添削

共通試験対策

・第一次世界大戦
・ヴェルサイユ体制と国際協調
・アジアのナショナリズムの台頭
・世界恐慌とファシズム
〇戦争の原因や結果について多角的に考察し、平和を希求する態度を養う。

◎試験、授業、課題への取り組みを総合的に評価します。

・満州事変と日中戦争
・第二次世界大戦

・アジア・諸国の独立と「第三勢力」
・戦後体制の動揺、多極化とソ連の崩壊
◎現代の諸問題について情報を整理し、多角的に考察することができる。

二つの世界大戦

〈前期期末試験〉

共通試験対策
〈後期中間試験〉


